
い
た
だ
き
ま
す
」
と
の
感
謝
の 

言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

引
き
続
き
、
３
台
目
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
の

で
、
皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

※
リ
ン
グ
プ
ル
７
５
０
㎏
で
車
イ

ス
１
台 
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与
党
の
圧
勝
と
維
新
・
国
民
の
議

席
増
の
一
方
、
立
憲
民
主
党
に
と
っ

て
は
厳
し
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。 

 
 

道
内
の
立
憲
民
主
党
は
、
５
つ
の 

選
挙
区
お
よ
び
比
例
復
活
で
３
議

席
を
確
保
し
た
も
の
の
次
期
、
参
議

院
選
挙
に
向
け
て
は
多
く
の
課
題

が
残
り
ま
し
た
。 

更
に
、
野
党
共
闘
の
是
非
が
問
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
少
な
く
と
も
道
内

に
お
い
て
は
十
分
に
機
能
し
た
も

の
と
思
い
ま
す
。 

総
選
挙
の
直
後
、
現
金
給
付
等
の

大
型
の
財
政
出
動
が
検
討
さ
れ
て

い
ま
す
。 

必
要
性
は
理
解
し
つ
つ
も
、
財
政

再
建
へ
の
道
は
遠
の
く
一
方
で
、
将

来
の
負
担
は
増
す
ば
か
り
で
す
。 

留
任
頂
き
ま
し
た
。 

「
会
」
の
目
的
で
あ
る
「
親
睦
と

交
流
」
に
向
け
た
ス
タ
ー
ト
台
に
立

つ
こ
と
が
出
来
、
決
意
を
新
た
に
し

た
と
こ
ろ
で
す
。 

NTT労組  札幌退職者の会 
札幌市中央区北１条西４丁目ＮＴＴ大通４丁目ビル

Ｆ編集責任者 井川 公男  (011)222-4771 
http://www.sawayaka-sapporo.net 
E-mail:satsutai1@bz01.plala.or.jp 

総
会(

書
面)

を
終
え
新
年
度
ス
タ
ー
ト 

会
長 

佐
野 

浩
一 

一
昨
年
以
降
、
５
波
に
及
ん
だ
新

型
コ
ロ
ナ
で
す
が
、
９
月
下
旬
か
ら

新
規
感
染
者
数
が
急
減
し
ま
し
た
。 

問
題
は
、
そ
の
原
因
が
未
だ
に
解

ら
な
い
中
で
、
第
６
波
へ
の
備
え
だ

け
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。 

流
行
を
引
き
起
こ
し
た
デ
ル
タ
株

の
「
ゲ
ノ
ム
変
異
で
死
滅
？
」
が
要

因
と
の
報
道
も
あ
り
ま
し
た
が
、
経

口
抗
ウ
イ
ル
ス
薬
の
開
発
や
三
回
目

の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
含
め
、
一
日
も

早
い
「
日
常
」
を
取
り
戻
し
た
い
と

の
思
い
で
す
。 

但
し
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
は
、「
コ

ロ
ナ
と
共
に
」
が
大
前
提
で
あ
り
、

感
染
防
止
対
策
の
継
続
は
必
須
と
な

る
で
し
ょ
う
。 

「
第
２
２
回
総
会
」
は
、
コ
ロ
ナ
禍

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
が
継
続
す
る
来

年
に
予
定
さ
れ
て
い
る
の
は
、
後
期

高
齢
者
に
対
す
る
医
療
費
２
割
負

担
（
夫
婦
で
年
収
３
２
０
万
円
超
）

で
あ
り
、
年
金
・
介
護
な
ど
の
諸
制

度
も
先
行
き
不
透
明
な
状
況
で
す
。 

来
夏
は
、
参
議
院
選
挙
が
実
施
さ

れ
ま
す
。 

課
題
は
多
く
厳
し
さ
が
増
す
状

況
下
で
す
が
、
組
織
内
「
石
橋
み
ち

ひ
ろ
」
の
三
期
目
の
当
選
に
全
力
を

尽
く
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

コ
ロ
ナ
完
全
終
息
は
未
だ
見
え
ず
！ 

 

向
こ
う
一
年
に
向
け
た
課
題
は
！ 

総
会
の
直
後
で
あ
る
現
在
、
コ
ロ

ナ
禍
の
「
第
６
波
」
の
回
避
と
終
息 

 

「
第
二
三
回
定
期
総
会
」
は
コ
ロ

ナ
禍
の
中
、
昨
年
に
引
き
続
き
「
書

面
に
よ
る
総
会
」
と
な
り
ま
し
た
。 

総
会
議
案
に
基
づ
き
、
会
員
の
皆

さ
ん
か
ら
ハ
ガ
キ
や
メ
ー
ル
で
寄

せ
ら
れ
た
ご
意
見
等
に
つ
い
て
は
、

本
紙
「
特
集
号
」
に
て
「
退
職
者
の

会
」
と
し
て
の
考
え
方
や
今
後
の
対

処
策
を
回
答
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

 

是
非
、
ご
一
読
く
だ
さ
い
。 

ま
た
、
今
年
は
役
員
改
選
の
年
で

し
た
が
、
多
く
の
幹
事
の
皆
さ
ん
に 

 

解
散
・
総
選
挙
の
結
果
と
課
題
は
！ 佐野 浩一 会長 

は
私
た
ち
の
最
大
の
願
い
で
す
。 

こ
の
二
年
間
、
会
員
の
皆
さ
ん
が

期
待
す
る
幾
つ
か
の
イ
ベ
ン
ト
を

中
止
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。 

し
か
し
、
感
染
者
急
減
の
中
で
政

府
の
「
行
動
規
制
緩
和
策
」
が
示
さ

れ
「
酒
類
提
供
・
会
食
」
関
連
の
規

制
が
緩
和
さ
れ
、
私
た
ち
の
取
り
組

み
も
「
今
年
こ
そ
は
！
」
と
の
思
い

で
す
。 

と
は
云
え
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が

完
全
に
消
滅
し
た
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。 

感
染
防
止
策
と
セ
ッ
ト
で
何
が

出
来
る
の
か
を
そ
の
都
度
判
断
し

つ
つ
取
り
組
ん
で
行
く
こ
と
と
し

ま
す
。 

 

「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
札
幌
退
職

者
の
会
」
と
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
・
ユ
ー
ネ
ッ
ト
」
は
、
会
員

の
皆
様
か
ら
の
リ
ン
グ
プ
ル

の
収
集
に
よ
り
、
２
０
１
５
年

か
ら
約
６
年
が
か
り
で
２
台

目
と
な
る
「
車
イ
ス
」
の
寄
贈

に
至
り
ま
し
た
。 

今
回
の
寄
贈
先
を
北
海
道

医
療
生
活
協
同
組
合
（
札
幌
市

清
田
区
）
に
決
定
し
、
１
０
月

１
２
日
に
札
幌
退
職
者
の
会

佐
野
会
長
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

ユ
ー
ネ
ッ
ト
的
場
会
長
か
ら
、

北
海
道
医
療
生
活
協
同
組
合

根
本
副
理
事
長
・
佐
々
木
専
務

理
事
に
贈
り
ま
し
た
。 

 

「
車
イ
ス
は
不
足
し
て
お

り
、
こ
の
よ
う
な
形
で
寄
贈
し

て
い
た
だ
け
る
の
は
大
変
あ

り
が
た
く
、
大
切
に
使
わ
せ
て 

 

リングプルで車イスを寄贈 

ご
意
見
を
踏
ま
え
て
決
意
新
た
に
！ 
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た
だ
い
て
お
り
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
も
会
員
の
皆
様
に

喜
ん
で
い
た
だ
け
る
紙
面
作
り

に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ

ま
す
。 

皆
様
に
は
今
後
と
も
楽
し
い

投
稿
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。 

札
幌
退
職
者
の

会
「
２
０
２
０
年
度

第
４
回
幹
事
会
」
を

１
０
月
６
日
午
後

１
時
３
０
分
か
ら 

か
で
る
２･

７
に
於

い
て
開
催
し
ま
し

た
。 座

長
に
加
藤
副

会
長
を
選
出
し
、
佐

野
会
長
か
ら
「
各
級

組
織
で
の
総
会
は

書
面
総
会
で
実
施

す
る
こ
と
を
決
め

て
お
り
、
当
組
織
で 

幹事 城地 良和 

① NTT 東日本‐北海道 

② 山菜採り 

③ 七転八起 

④ ありません 

⑤ 退職者会員皆様の団結

で暮しやすい世の中の
一助になれば 

幹事 岡 雄治 

① NTT-ME 北海道 

② スキューバダイビング 

③ まずやってみよう！ 

④ 世界遺産 

⑤ よろしくお願いします 

 【凡例】  

① NTT 退職時の職場 

② 趣味・特技 

③ 私のモットー 

④ 好きなテレビ番組 

⑤ 幹事になって一言 

新 役 員 紹 介 新 役 員 紹 介 

 

『クロスワード』当選者決定！ 

『クロスワードクイズ』へのご応募ありがとうございました。「さわやか札幌 19９号」 

に同封したクイズの正解は【ケンコウダイイチ】でした。正解者２６１名の中から抽選 

の結果、下記２0名の方が当選されましたので記念品をお送りします。  <敬称略> 

 

 

氏 名 市区 氏 名 市区 氏 名 市区 氏 名 市区 

畑添 幸男 豊平 石塚 一則 豊平 加藤 末蔵 豊平 大内 光雄 西 

上田とも子 西 佐藤  勉 中央 村田 憲治 中央 飯田  隆 南 

辻  康範 東 成瀬 一栄 厚別 佐藤 憲弘 清田 小島 崇志 北 

田口 龍男 北 木村 広幸 手稲 片岡 孝幸 石狩 見上 和夫 小樽 

丹野 孝明 江別 佐川 吉勝 恵庭 木村  茂 千葉 逸見 美徳 美幌 

 

 

ま
た
、
会
員
の
皆
様
か
ら
は
、

趣
味
・
特
技
・
旅
行
記
な
ど
の
投

稿
や
、
可
愛
い
お
孫
さ
ん
の
紹

介
、
愛
ら
し
い
ペ
ッ
ト
の
紹
介
な

ど
な
ど
、
温
か
く
楽
し
い
内
容
の 

投
稿
で
紙
面
を
に
ぎ
わ
せ
て
い 

 

 

[１０年表彰]       

・徳田 忠光さん（清田区）  

 

[５年表彰] 

・安部 秋博さん（手稲区）      

・溝口 勝広さん（豊平区） 

・佐川 敏雄さん（中央市） 

・辻  謙二さん（豊平区） 

 

『
さ
わ
や
か
札
幌
』
第
２
０
０
号
の
発
行
を
迎
え
て 

 

機
関
紙
「
さ
わ
や
か
札
幌
」
は

お
か
げ
様
で
、
今
月
号
を
も
っ
て

第
２
０
０
号
の
発
行
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

創
刊
は
１
９
８
１
年
（
昭
和
５

６
年
）
４
月
で
、「
札
幌
協
議
会
々

報
」
と
し
て
発
行
、
以
来
４
０
年

７
ヶ
月
の
期
間
に
わ
た
り
発
行

を
継
続
し
て
き
ま
し
た 

「
さ
わ
や
か
札
幌
」
は
、
会
の

運
営
に
つ
い
て
の
報
告
や
、
会
か

ら
の
お
知
ら
せ
、
各
種
イ
ベ
ン
ト

等
の
ご
案
内
や
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
模
様
及
び
会
員
の
慶
弔
な
ど

を
記
事
と
し
て
紹
介
・
報
告
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

も
書
面
総
会
で
実
施
す
る
こ

と
を
決
定
し
て
い
ま
す
。
札

幌
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

の
現
状
と
、
今
年
度
は
多
く

の
イ
ベ
ン
ト
が
中
止
と
な
っ

て
い
ま
す
が
次
年
度
の
活
動

方
針
は
、
コ
ロ
ナ
禍
が
終
息

す
る
こ
と
を
想
定
し
て
作
成

し
て
い
ま
す
」
と
の
挨
拶
が

あ
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
来
賓
の
野
宮
北
海

道
総
支
部
副
執
行
委
員
長
か

ら
ご
挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。 

議
事
に
先
立
ち
、
北
海
道

支
部
協
永
年
役
員
表
彰
が
あ

り
、
１
０
年
勤
続
１
名
、
５

年
勤
続
４
名
の
方
々
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。 

 

幹事 渡辺 一正 

 

➀ NTT データ北海道 

② 音楽鑑賞・低山登山 

③ 優しく楽しく 

④ サイエンス・ゼロ 

⑤ 頑張ります 

退
職
者
の
会
会
報
『
第
１
号
』 

第
４
回 

『
幹
事
会
』 

模
様 

 

 

編
集
委
員
会
リ
ー
ダ
ー 

 

井 

川 

公 

男 

 

井川公男リーダー 
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私
が
初
め
て
詩
吟
を
耳
に
し
た

の
は
、
同
居
し
て
い
る
義
父
の
部

屋
か
ら
聞
こ
え
て
き
た
『
南
鶴
ヶ

城
を
望
め
ば
砲
煙
あ
が
る
・
・
・
』

で
始
ま
る
白
虎
隊
を
詠
っ
た
声
で

し
た
。 

当
時
、
私
は
幕
末
史
が
好
き 

で
幕
末
の
英
傑
所
縁
を
夫
婦
で

探
索
す
る
の
が
趣
味
で
、
函
館

(

函
館
戦
争
跡)

、
東
京
・
日
野(

新

撰
組
関
連
史
跡)

、
京
都(

幕
末
史

跡
ス
ポ
ッ
ト)

、
特
に
福
島
・
会

津(

会
津
藩
と
新
撰
組
史)

に
は

三
度
訪
ね
、
会
津
藩
白
虎
隊
自

決
の
飯
盛
山
で
涙
腺
が
緩
ん
だ

こ
と
を
思
い
出
し
て
感
激
し
、

吟
門
に
入
会
。
以
来
、
詩
吟
歴

三
十
余
年
と
な
り
ま
し
た
。 

人
前
で
大
き
く
口
を
開
き
、

大
き
な
声
を
出
す
と
い
う
事
に

戸
惑
い
乍
ら
も
担
当
師
範
先
生

は
じ
め
諸
先
生
、
並
び
に
多
く

の
先
輩
・
吟
友
の
方
々
に
接
す

る
機
会
に
め
ぐ
り
合
い
、
い
つ

の
間
に
か
手
が
届
か
な
い
と
思

っ
て
い
た
十
段
・
師
範
・
雅
号

を
戴
き
気
恥
ず
か
し
い
思
い
を

し
ま
し
た
。 

他
道
場
の
方
々
と
の
合
吟

や
、
独
特
の
雰
囲
気
と
緊
張
感

の
中
、
個
人
で
吟
じ
る
独
吟
、

詩
吟
と
書
道
の
コ
ラ
ボ
、
詩
吟 

 

昨
今
の
コ
ロ
ナ
禍
で
大
会
は 

中
止
、
練
習
の
機
会
も
少
な
く
な

り
ま
し
た
が
犬
の
散
歩
も
兼
ね

て
の
豊
平
川
河
川
敷
で
の
発
声

練
習
、
図
書
館
で
の
漢
詩
・
俳
諧

歌
・
古
今
の
作
者
等
を
学
び
な
が

ら
コ
ロ
ナ
禍
節
目
の
次
ス
テ
ー

ジ
年
に
向
け
て
、
健
康
増
進
に
も

な
る
腹
式
呼
吸
の
発
声
と
更
な

る
吟
技
の
向
上
に
精
進
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

詩吟を詠う私 (向かって左側) 

皆
さ
ん
に
紹
介
す
る
の

は
、
昨
年
誕
生
し
た
「
あ
き

君
と
み
ず
君
」
の
双
子
の
男

の
子
で
す
。 

予
定
日
よ
り
２
か
月
以

上
早
く
生
ま
れ
ま
し
た
。 

 

そ
の
為
、
と
て
も
小
さ
か

っ
た
の
で
、
二
人
と
も
保
育

器
の
中
で
一
生
懸
命
頑
張 

り
ま
し
た
。 

初
め
て
面
会
し
た
時
、
二
人
と

も
あ
ま
り
に
も
小
さ
い
の
で
正

直
大
変
驚
き
ま
し
た
。 

そ
し
て
、
退
院
ま
で
か
な
り
長

引
き
、
と
て
も
心
配
し
ま
し
た
。 

コ
ロ
ナ
禍
で
何
か
と
制
限
も

多
く
、
大
変
な
事
ば
か
り
で
し
た

が
、
今
で
は
食
欲
も
あ
り
、
二
人

と
も
元
気
に
育
っ
て
い
ま
す
。 

お
っ
と
り
タ
イ
プ
の
「
あ
き

君
」、
や
ん
ち
ゃ
タ
イ
プ
の
「
み

ず
君
」。
ど
う
や
ら
、
性
格
の
違

い
は
今
か
ら
あ
る
よ
う
で
す
。 

先
住
猫
は
５
年
前
、
保
護

猫
カ
フ
ェ
か
ら
引
き
取
っ

た
。
当
時
３
か
月
の
メ
ス
の

黒
猫
で
名
前
は
「
リ
ム
」。
お

っ
と
り
で
お
と
な
し
い
性

格
。
今
は
、
体
重
７
㎏
の
肥

満
猫
に
。
い
つ
も
私
の
横
で

ま
っ
た
り
く
つ
ろ
い
で
い

る
。
そ
こ
へ
、
２
か
月
前
に 

ジ
ン
」。
高
級
車
だ
。 

平
和
な
日
は
１
日
だ
け
。
次
の
日

か
ら
は
“
シ
ャ
ー
・
ギ
ャ
ー
”
の
声

で
バ
ト
ル
が
始
ま
っ
た
。
勝
ち
誇
っ

て
「
リ
ム
」
の
居
場
所
に
座
る
「
ジ

ン
」。「
リ
ム
」
は
べ
ッ
ト
の
下
へ
避

難
。
い
い
加
減
仲
良
く
し
て
ね
。 

「
リ
ム
ジ
ン
」
は
高
級
車
な
ん
だ

か
ら
、
ケ
ン
カ
し
て
怪
我
し
な
い
よ

う
に
ネ
・
・
・
。 

勿
論
ハ
ッ
キ
リ
分
か
り
ま
す
。

(

プ
チ
自
慢)

。 

子
供
は
『
宝
』
と
言
い
ま
す
。 

 

二
人
の
可
愛
い
孫
た
ち
が
、
元

気
に
大
き
く
な
あ
れ
と
願
っ
て

い
ま
す
。 

人
生
百
年
時
代
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。 

こ
の
子
達
が
見
る
で
あ
ろ
う

次
の
世
紀
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。 

 

と
剣
舞
と
の
コ
ラ
ボ
等
、
吟
を
通

し
て
の
醍
醐
味
を
味
わ
っ
て
い

ま
す
。 

 

稽
古
と
は 

一
よ
り
習
い 

十
を
知
り 

十
よ
り
か
え
る 

も
と
の
そ
の
一 

 

千 

利
休 

 

小
さ
く
生
ま
れ
た
け
ど 

大
き
く
育
て
！ 

湊 

裕
樹
（
白
石
区
） 

先
住
猫
と
野
良
猫
の 

バ
ト
ル 

１
歳
位
の
可
愛
い
声
で
な
つ
い

て
く
る
オ
ス
の
野
良
猫
が
居
着

い
て
し
ま
っ
た
。「
リ
ム
」
と
仲

良
く
出
来
そ
う
な
の
で
家
に
入

れ
る
こ
と
に
。
名
前
は
「
ジ
ン
」

に
し
た
。
２
匹
合
わ
せ
て
「
リ
ム 

 

「リム」と「ジン」 

“孫”紹 介 

我が家の“ペット” 

菅
野 

昌
子(

江
別
市) 

 

磯
部 

治(

南
区) 
詩
吟
と
の
ふ
れ
あ
い
【
吟
縁
】 

 

あき君   みず君 

よ
く
皆
さ
ん
に
は
、
ど
ち
ら
か 

 

見
分
け
が
つ
か
な
い
と
言
わ
れ
ま 

す
が
、
じ
い
じ
と
ば
あ
ば
に
は
、 

 



　　2021年(令和3年)　11月30日（火）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

☆ 米 寿

佐藤　　潔 甲地　　清 松田　新衛 堺入　悦子

☆ 喜 寿

大郷　正裕 山下　勝良 吉田　研志 水野　秀夫 合田　　満 吉田　　武

樋口　靜夫 木原　真子 佐藤　勝史 川本　光夫 中川　　勲 小林　　修

大北　功治 山本　祐子 佐藤　幸子 伊田　政美 青木　　哲 鹿野　　治

水口　政弘 福井　恵子 古崎　雅子

☆ 古 希

大山　和夫 神田　義勝 金沢　孝一 中山　博司 石田　善朗 菅原　和明

津田　昌明 湯山　正文 遠藤　英夫 山本　淑裕 大杉富美子 広嶋　　修

植田　隆資 武田　雅彦 澤田　新作 須田　和良 鳥山美和子 甲谷　　努

鈴木　慶行 吉田　泰規 橋本　浩司 大西　孝保 一方井寿子 加藤　　功

坂下　良三 鈴木　一宏 石田　和子 嶋田　善史 古川みつ子 森　　芳徳

村上　良仁

【本人の訃報】

高谷　五郎さん 93歳(清田区) 没21年02月16日 山尾　恵子さん 94歳(東　区) 没21年09月28日

高嶋　恵子さん 98歳(中央区) 没21年04月21日 小山田伸道さん 78歳(白石区) 没21年09月28日

堀谷　　隆さん 85歳(豊平区) 没21年09月06日 長谷川　茂さん 80歳(清田区) 没21年09月29日

亀井　　正さん 76歳(東　区) 没21年09月16日 土屋　　保さん 72歳(南　区) 没21年10月05日

小川　恵子さん 80歳(恵庭市) 没21年09月19日 守山　明記さん 81歳(北　区) 没21年10月15日

西出　雅幸さん 71歳(東　区) 没21年09月21日 池田　広昭さん 65歳(豊平区) 没21年10月17日

吉沢　道文さん 69歳(清田区) 没21年09月21日 佐藤　光男さん 94歳(厚別区) 没21年10月19日

八柳　淳一さん 69歳(清田区) 没21年09月21日 木村　重明さん 89歳(白石区) 没21年10月31日

今井　　務さん 82歳(白石区) 没21年09月23日 鎌田　忠男さん 75歳(手稲区) 没21年10月31日

尾本　純子さん 66歳(東　区) 没21年09月24日

【配偶者の訃報】

松岡　行夫さん 淺子様(南　区) 没21年09月08日

木村　哲夫 徳田　忠光 蛯名　建公 本間　幹夫 石田由紀子 池田　　洋

井川　公男 中丸　民雄 中川　光昭 藤澤　行雄 冨山眞理子 堀田　　悟

渡辺　啓子 斉藤　勝之 八田　健一 大泉　廣己 藤江照代四 平崎　　博

相馬　政雄 阿部　郁夫 柳澤　俊雄 小山田俊之 石川冨美雄 植木　　真

小川　靖征 田村　勝彦 畠中　恵枝 三国谷昭英 岡本カナヱ 小原　　誠

三野　裕子 石田　善朗 吉田　栄子 佐久間博子 宮田　　清 松本　　智

丸田　隆雄 吉崎　徳三 中村　英子 西　　隆雄 園部　　忍

第200号

おめでとうございます (10月～11月生まれの方) (敬称略)

お悔やみ申し上げます

古切手・リングプル・書き損じハガキをいただき あ

りがとうございます

ご厚志の品々は、福祉施設等に寄付させて戴きます。ご協力有難うございました。(敬称略)


